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②
地
域
活
性
化
と
公
民
連
携

はじ
めに

地
域
の
活
性
化
に
公
民
連
携
が

必
要で
あ
る
と
い
うの
は、
行
政

も
市
民
も
改
め
て
意
識
す
る
も
の

で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い。
た
だ

し、
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
地
域
活

性
化
と
い
う
成
果
が
見
え
に
くい

の
は
何
ら
か
の
理
由
が
あ
る
は
ず

で
あ
る。
こ
こ
に
共
創
推
進
事
業

本
部
が
改
め
て
公
民
連
携
に
よ
る

地
域
活
性
化
を
考
え
る
意
義
が
あ

る。2 

地
域活
性化とは
何か

地
域
活
性
化
と
い
う
言
葉
は
よ

く
用い
ら
れ
る
が、
そ
の
内
容
は

暖
昧で
あ
る。
多
様
な
資
源
か
ら

成
り
立っ
て
い
る
地
域
の
活
性
化

を
漠
然
と
し
た
ビ
ジョ
ン・
理
念

か
ら
目
標
と
し
て
落
と
し
込
む
の

は
容
易で
は
な
い。

共
創
本
部
で
考
え
た
活
性
化
は

「
動
き」
で
あ
る。
「
動
き」
の
主

体
と
な
る
要
素
は
「
ヒ
ト」
「
モ

ノ」
「
カ
ネ」
で
あ
り、
そ
の
動

き
は
地
域
の
内
部
と
外
部
を
考

え、
「
内
|
内」
「
内
|
外」
「
外

|
内」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
動
き
が
活

発
に
な
る
こ
と
と
考
え
た。

ま
た、
地
域
活
性
化
を
論
じ
る

に
は、
経
済
的
価
値
と
そ
の
他
の

価
値
(
以
下、
「
非
経
済
的
価
値」

と
い
う。)
を
ど
の
よ
う
に、
ど

の
程
度
に
位
置づ
け
る
の
か、
が

問
題
と
な
る。
地
域
の
コ
ン
セ
ン

サ
ス
と
し
て、
経
済
的
価
値
が
ど

れ
だ
け
な
の
か、
と
い
うこ
と
に

加
え、
非
経
済
的
価
値
を
ど
の
よ

う
に
定
め、
ど
れ
だ
けコ
ス
ト
を

か
け
て
実
現
す
る
の
か、
と
い
う

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必

要で
あ
り、
そ
の
目
標
が
共
有
さ

れ
た
状
態(印V
R
a
oロRo目。)

を
創
り
だ
す
こ
と
が
重
要
で
あ

る。さ
ら
に
考
慮
すべ
き
重
要
な
要

素
と
し
て
地
域
の
設
定の
問
題
が

あ
る。
地
域
の
内
外
を
分
け
て
論

じ
る
以
上、
そ
の
区
分
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か、
と
い
うこ
と
を

あ
る
程
度
定
め
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い。地

域
の
設
定
を
考
え
る
と

い
う
こ
と
は、
前
述
の

印VRa

o

Eno目。
を
創
り
出
す
た
め
に
ど

の
程
度
が
適
切
な
の
か
と
い
う
問

題
を
考
え
る
こ
と
と
同
義
で
あ

る。
地
域
と
し
て「
自
ら」「
関
与」

す
る
意
識
が
保
て
る
か、
と
い
う

こ
と
を
前
提
に
地
域
単
位
を
考
え

るべ
き
で
あ
ろ
う。

「
公
民
連
携」

3一
共創による
地
域活
性
化

「
ヒ
ト」
「
モ
ノ」
「
カ
ネ」
の

動
き
に
加
え、
地
域
活
性
化
に
お

い
て
共
創
本
部
が
重
視
し
た
点

は、
「
対
等」
で
「
自
律
的」
な

多
様
な
主
体
の
参
画
で
あ
る。
従

来
の
地
域
活
性
化
の
取
組
で
は、

行
政
が
主
導
で、
地
域
主
体が「
受

け
身」
と
い
う
姿
勢
が
長
く
続い

て
い
た
よ
う
に
感
じ
る。
こ
の
点

が
解
消
さ
れ
な
い
行
政
の
地
域
活

性
化
策は、
往々
に
し
て
行
政
の

構
想の
延
長
に
過
ぎ
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る。

と
は
言
え、
民
間
の
み
の
自
律

的
な
地
域
活
性
化
策で
は、
往々

に
し
て
「
内
|
内」
の
小
さ
な
動

き
に
留
ま
る
等、
ス
ケ
ー
ル
の
点

で
問
題
が
あ
り、
活
性
化
さ
れ
る

水
準に
な
か
な
か
到
達
し
な
い。

「
共
に
『
公』
を
創
る」
こ
と

を
目
指
し、
対
等
なパ
ー
ト
ナー

シ
ッ
プ
に
よ
る
共
創
的
地
域
活
性

化
手
法と
し
て
考
え
た
の
は、
相

互
の
対
話
と
そ
こ
か
ら
始
ま
る
連

携
に
よ
る
展
開
|
地
域
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
形
成
ーで
あ
る。

共
創
的
地
域
活
性
化
手
法
|
地

域
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
形
成
|は
以
下

の
段
階
か
ら
な
る。

1.
議
論
の
場づ
く
り
と
参
加
者 の取組へ

の
呼
び
か
け

2.
情
報
の
整
理
と
題
材
提
供

3.
課
題
の
共
有
と
参
加
者
に
よ

る
謀
題
の
絞
り
込
み

4.
ア
ク
ショ
ン
プ
ラ
ン
及
ぴ
役

割
分
担
の
検
討

こ
れ
ら
を
意
識
し、
共
創
本
部

は
以
下
の
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジェ

ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た。

ー一
共創
本
部の
活
動i地
域の
自

一
律
的な
担い
手の
発
見と
支援

@
臨
海
部
(
京
浜
臨
海
部)

共
創
本
部
が
ス
タ
ー
ト
し、
地

域
活
性
化
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
く
か
と
い
う
謀
題
につ
い
て
最

初
に
取
り
上
げ
た
地
域
が
京
浜
臨

海
部
で
あっ
た。
京
浜
臨
海
部
は

歴
史
が
古
く
大
企
業
の
集
積
が
あ

り、
背
景
と
し
て
羽
田
空
港
の
国

際
化
に
よ
る
立
地
面
の
ク
ロ
ー
ズ

アッ
プ
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
加

え、
京
浜
臨
海
部
再
編
整
備マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
て
か
ら

の
経
過
と
現
実
の
差
異
を
意
識

し、
共
創
本
部は
当
該
地
域
企
業

を
対
象
と
し
取
組
を
開
始
し
た。

そ
の
狙い
と
し
て
は、
自
律
的
な

地
域
の
活
性
化
(
地
域
構
成
員の

自
律
的
な
地
域
の
決
定、
地
域一

帯
と
し
て
の
活
性
化)
を
ピ
ジヨ

華鴎根
直登共劃推進事業本部

シ=ァ・プロジ工クト・マネージャー

ン
に
掲
げ、
そ
の
土
台づ
く
り
と

し
て
地
域
構
成
員
に
よ
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
組
成
を
第一
段
階、
第二
段

階
と
し
て
構
成
員の
協
議・
発
案

に
よ
る
活
性
化
プ
ラ
ン
の
検
討、

第
三
段
階
と
し
て
活
性
化
プ
ラ
ン

に
伴
う
公
民
連
携
に
よ
る
事
業
化

と
考
え
た。

経
緯
と
し
て
は、
平
成
羽
年
度

に
は
上
記
の
企
画
立
案
と
並
行

し、
臨
海
部
末
広
町
地
区
立
地
企

業
宛の
牲
訪・
ヒ
ア
リン
グ
等
を

行い、
そ
の
後
共
創
本
部
か
ら
地

域
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
加
の
呼
び

か
け
(
J
F
E
エ
ン
ジニ
ア
リ
ン

グ、
J
F
E
ス
チ
ー
ル、
鶴
見
曹

達、
旭
硝
子、
東
芝、
東
京ガ
ス、

環
境
創
造
局、
経
済
観
光
局、
鶴

見
区
役
所
等)
を
行っ
た。
そ
の

35・特集・公民連携先進都市への挑戦



結
呆
包
年
5
月
に
第
1
困
共
創
地

域
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し

た。
そ
の
後、
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
共

創
本
部
の
往
訪・
対
話
に
お
い

て、
例
示
し
た
課
題
の
中
の
当
該

地
域
に
お
け
るエ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

及
び
当
該
地
域
に
お
け
る
市
民
活

動
イベ
ン
ト
と
い
う2
つ
の
課
題

に
関
心
が
集
まっ
た
が、
課
題
を

取
り
巻
く
環
境
変
化
に
加
え、
立

地
企
業
自
ら
が
業
と
し
な
い
活
動

へ
の
参
加
に
対
す
る
抵
抗
感、
諸

般
の
情
報
開
示
や
他
社
と
の
協
調

に
難
色
が
示
さ
れ、
フ
ォ
ー
ラ
ム

活
動
は
事
実
上
停
止
状
態
に
陥
る

に
至っ
た。

し
か
し
な
が
ら、
こ
の
活
動
の

過
程
か
ら
派
生
し
て、
個
別
企
業

と
行
政
と
の
対
話
と
連
携
が
進
展

し
て
い
る
こ
と
(
注)
は
望
外の

成
果
で
あ
る。

@
都
心
部
(
関
内
地
区)

横
浜
市
都
心
部で
あ
り、
地
盤

沈
下
が
懸
念
さ
れ
る
関
内・
闘
外

地
区
につ
い
て、
都
市
整
備
局
は

同
地
区
の
活
性
化
策
(
関
内・
関

外
地
区
活
性
化
推
進
計
画)
の
検

討
を
行っ
て
い
た。
共
創
本
部
で

は、
具
体
的
な
活
性
化
策の
検
討

の
た
め
に、
同
地
区
と
同
様
に
小

規
模
な
オ
フ
ィス
が
立
地
す
る
東

京
の
神
田
地
区
で
地
域
活
性
化
に

取
組
ん
だ
経
験
を
持
つ
方
々
等

と、
関
内・
関
外
地
区
再
生・
活

性
化
に
向
け
て
意
見
交
換
す
る
研

究
会
を
設
け
た。
既
存
中
小ピ
ル

の
活
性
化
や
叩
年
に
わ
た
り
継
続

す
る
地
域
経
済
の
地
盤
沈
下
と

い
っ
た
地
域
課
題
が
あ
る一
方
で

外
部
か
ら
は
地
域
の
魅
力、
中
小

オ
フ
ィ
ス・
イン
キュ
ベ
ー
ショ

ン
施
設
の
集
積
度
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
の
存
在
が
認
め
ら
れ、
活
性
化

に
意
義
あ
る
事
業
と
し
て、
民
間

事
業
者
に
よ
る
連
携
拠
点
の
形
成

と
既
存
の
多
様
な
地
域
内
活
動
団

体
等
と
の
連
携
を
如
何
に
創
り
出

す
か、
と
い
う
こ
と
を
検
討
し

た。
ち
な
み
に、
こ
の
過
程
か
ら、

内
閣
府
の
地
域
社
会
雇
用
創
造
事

業
と
し
て
実
施
す
る、
社
会
起
業

家
の
輩
出
や
社
会
的
企
業
の
支
援

を
目
的
と
し
た
「
i
S
B
公
共
未

来
塾」
へ
の
協
力
につ
い
て、
財

団
法
人
起
業
家
支
援
財
団よ
り
共

創
フ
ロ
ン
トへ
提
案
が
あ
り、
幅

広
い
取
組
へ
と
発
展
し
て
い
っ

た。当
該
研
究
会
で
の
検
討
成
果

は、
平
成
辺
年2
月
に
作
成
さ
れ

た
関
内・
関
外
地
区
活
性
化
推
進

計
画
の
素
案
に
反
映
さ
れ
た。
そ

の
後、
お
年
度
に
関
内・
関
外
地

区
活
性
化
推
進
計
画
の
パ
イロ
ッ

ト
事
業
と
し
て、
都
市
整
備
局

が
「
横
浜
市
ビ
ジ
ネ
ス
イン
キュ

ベ
ー
ト
拠
点
設
置
及
び
起
業
家
等

ネッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
事
業」
を
実

施
し
た。

お
年
2
月
現
在、
当
該
事
業
に

よ
り
地
区
内
の
既
存
業
務
ピ
ル
の

-
階
及
び
2
階
の一
部
を
改
修

し、
杜
会
起
業
家
など
の
小
規
模

な
事
業
者
の
活
動
拠
点、
地
域

活
性
化
の
拠
点
と
し
て、
「
関
内

フ
ュ
1
チ
ャ
l
セ
ン
タ
ー
(
仮

称)」
は
3
月
の
オ
ー
プ
ン
を
控

え
て
い
る。

@
郊
外
部
(
戸
塚
周
辺)

残
る
郊
外
部
に
お
け
る
公
民
連

携
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
仕
組
み

を
検
討
す
る
た
め、
平
成
剖
年
度

後
半
に
は
モ
デル
地
域
と
し
て
戸

塚エ
リ
ア
を
想
定
し、
関
係
者へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
な
が

ら、
当
該
地
域
に
お
け
る
大
規
模

事
業
者
と
大
学
と
の
連
携
を
核
と

し
た
構
想
を
検
討
し
た。
フ
ォ
ー

ラ
ム
立
ち
上
げ
等
に
要
す
る
時
聞

を
鑑
み、
共
創
本
部
の
ア
イ
ディ

ア
を
ベ
l
ス
に、
辺
年
度
に
入

り、
「
学
び」
を
テ
l
マ
と
し
た

民
間
主
体
の
自
律
的
連
携・
事
業

運
営モ
デル
の
構
築
を
目
指
し
て

取
組
を
開
始
し
た。
そ
の
構
想
は

大
学
及
ぴ
当
該
地
域
の
N
P
O
組

織
を
核
と
し、
様々
な
主
体
に
検

討
を
呼
び
掛
け、
場づ
く
り
を
試

み
る
と
い
う
も
の
で
あっ
た。
し

か
し
な
が
ら
本
業
や
既
存
実
施
事

業
と
の
関
連
に
加
え、
主
導
的
な

活
動へ
の
負
担
が
懸
念
さ
れ、
地

域
活
性
化
の
た
め
の
手
段と
し
て

の
必
要
性
等
の
議
論へ
の
深
ま

り・
発
展
を
見
な
かっ
た。
地
域

N
P
O
は、
当
該
理
念
に
対
し
て

の
興
味・
関
心
か
ら
区
役
所
を
含

め
た
キ
ッ
ク・
オ
フ
の
会
議
を
持

つ
に
至
り、
当
該
N
P
O
内
に
て

検
討
し
て
頂い
た
が、
団
体
と
し

て
の
意
見
統一
過
程
の
困
難
さ、

人
的・
資
金
的
資
源
の
制
約
か

ら、
そ
の
後の
計
画・
事
業
等
に

向
け
た
協
議・
実
行
に
は
至
ら
な

かっ
た。

5 

地
域活
性
化に
必
要なこ
と

共
創
本
部の
実
験
的
な
活
動
に

よ
り、
都心
部に
お
ける
民
間
事
業

者
の
地
域
に
対
す
る
自
律
的
な
関

与、

事業の
展
開と
臨
海
部
及
び
郊

外
部に
お
ける
活
動の
差
異を生
じ

きせ
た
要因と
して
考え
ら
れ
る
も

の
は
以
下の
通
りで
あ
る。

@
地
域
の
自
律
的
な
担
い
手

-
自
樟
性
(目
地
域
住
民
が
地
域

の
こ
と
を
自
ら
律
し
て
決
定
し
て

い
く
こ
と)
の
確
保

地
域
の
活
性
化
に
際
し
て、
自

己
犠
牲
を
伴っ
て
で
も、
主
導
的

に
従
来
と
異
な
る
活
動
を
行
う
存

在
が
必
要と
言
わ
れ
る。
都
心
部

に
おい
て
は、
起
業
家
支
援
財
団

等
の
有
志
の
方々
が
そ
の
役
割
を

担っ
た
の
に
対
し、
他
は
そ
の
役

割
を
行
政
に
期
待
す
る
こ
と
が
大

で
あっ
た。
公
民
連
携
に
よ
る
地

域
活
性
化
と
い
う
点で、
後
者
の

手
法
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い

が、
共
創
本
部
と
し
て
は
共
に
公

(
注)
J
F
E
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
同
社
の
福

利
厚
生
ニ
l
ズ
を
満
た
し
つ
つ、
地
域
貢
献
の

一
環
と
し
て、
横
浜
市
が
障
害
者
支
援
と
し
て

行
う
「
わ
た
し
は
衡
の
パ
ン
屋
さ
ん」
事
業
を

平
成
幻
年
7
月
よ
り
同
世

捕F浜
本
紙
に
お
い
て

継
続
実
施
し
て
い
る。
本
提
携
を
契
機
に
他
の

市内事業者
に
も
展
開
が

見受
け
ら
れ
る。
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共
を
創
る
と
し
て、
対
等
なパ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
共
に
自
律
的
に

考
え
る
こ
と
を
強
く
意
識
し、
ま

た
従
来
の
行
政
主
導
と
の
差
異
を

意
識
し
て
い
た。
そ
の
た
め、
後

者
に
お
い
て
は
対
等
な
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
お
け
る
民
間
の
自

律
性
を
持っ
た
動
き
を
妨
げ
る
と

の
恐
れ
を
持
ち、
ま
た
予
算
等
の

制
約
か
ら
必
然
的
に
動
き
が
停
ま

ら
ざ
る
を
得
な
かっ
た。

た
だ
し、
こ
れ
ま
で
の
行
政
主

導
に
お
い
て
も、
企
画
発
案・
主

導
を
行
政
が
担
うこ
と
と、
公
民

連
携
を
実
践
し、
活
性
化
を
試
み

る
こ
と
は
相
反
す
る
こ
と
で
は
な

い。
こ
れ
ま
で
の
行
政
主
導
の
問

題
は、
行
政
の
過
剰
な
指
導
が
民

間サ
イ
ド
の
受
け
身
的
姿
勢
を
助

長
し、
そ
の
結
果
民
間
の
自
律
性

を
損
ない、
公
民
の
連
携
を
損
な

うこ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る。
対

等
なパ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
精
神

を
ど
こ
ま
で
確
保
す
る
か、
と
い



うこ
と
が
最
も
重
要
で
あ
り、
そ

の
た
め
に
は
民
間
の
自
律
性
は
不

可
欠
の
要
素で
あ
る
と
考
え
る。

そ
の
自
律
性
を
惹
起
す
る
に
重

要
な
こ
と
は
「
切
り
分
け」、
す

な
わ
ち
行
政
が
行
うべ
き
こ
と

と、
地
域
全
体
で
謀
題
解
決
を
図

る
こ
と
と
の
区
分
で
あ
る。
従
来

の
行
政
は
全
て
に
取
組
ん
で
い
た

が、
社
会
の
成
熟
化
と
財
政
の
健

全
性
確
保
の
観
点
か
ら
現
在
で
は

そ
れ
は
不
可
能
で
あ
る。
行
政
が

そ
の
こ
と
を
公
式
に
認
め
る
こ
と

に
よ
り、
自
律
性
を
失っ
た
地
域

主
体
に
囚わ
れ
ず、
住
民の
危
機

感
か
ら
真
の
地
域
の
自
律
性
を
呼

び
起こ
すこ
と
が
必
要
な
の
で
は

な
か
ろhっ
か。

@
地
域の
担い
手の
多樟
性と
連
携

・
多
様
性
(目
地
域
外
部の
人
闘

が
当
該
地
域
の
向
上
を
考
え
た
主

体
的
参
加
を
可
能
と
す
る
こ
と)

の
確
保

従
来
と
は
異
な
る
活
動
を
行
う

に
際
し
て
は、
新
規
参
入
者
の
必

要
性
につ
い
て
も
語
ら
れ
る。
都

心
部
に
おい
て
自
律
的
な
役
割
を

担
う
こ
と
を
狙
い
参
入
し
た
の

は、
地
域
外の
団
体
(
起
業
家
支

援
財
団
は
平
成
剖
年
に
関
内
に
移

転)
で
あっ
た。
思
う
に
地
域
の

既
存
団
体
は
目
前
の
課
題
に
囚
わ

れ、
地
域
の
魅
力
を
客
観
的
に
捉

え
る
こ
と
が
で
き
ず、
新
しい
考

え
を
無
意
識
の
う
ち
に
排
除
し
て

し
ま
う
傾
向
が
あ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か。
内
ー
内
に
お
け
る
行

動・
連
携の
活
性
化
も
要
素
で
あ

る
が、
内
ー
外
に
お
け
る
外
部
か

ら
地
域
に
参
入
し
よ
う
と
す
る
主

体
を
如
何
に
歓
迎
し、
地
域
の
既

存
活
動
団
体
と
折
り
合い
を
つ
け

て
い
く
か、
と
い
う
点
が
特
に
重

要
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る。
行
政
は

往々
に
し
て
既
に
地
域
で
活
動
し

て
い
る
団
体
と
の
関
係
を
重
視

し、
新
規
参
入
者
に
対
し
て
参
入

障
壁
を
設
け
る
よ
う
な
動
き
を
取

る。
活
性
化
を
論
じ
る
に
は
地
域

の
外
部
か
ら
の
参
入
を
念
頭
に
お

き、
参
入
者
の
積
極
的
な
地
域
と

の
連
携
と
価
値
向
上
を
働
き
か
け

るべ
き
と
思
わ
れ
る。

6一
官の
蓄と
連
携の
手法

@
官
民
の
連
携、
民
と
民
の
連
携

新
規
参
入
者
の
責
任
あ
る
行
動

を
ど
の
程
度
保っ
か、
と
い
う
点

は
課
題
で
あ
る。
こ
こ
で
考
え
ら

れ
る
の
は
「
共」
の
要
素、
す
な

わ
ち
連
携
に
よ
る
信
頼
関
係
の
構

築
で
あ
る。

翻っ
て
み
れ
ば、
多
種
多
様
な

地
域
主
体
の
連
携
は
本
来
地
域
が

有
す
る
も
の
で
あ
る。
行
政
主
導

に
よ
り
多
種
多
様
な
地
域
主
体の

連
携
関
係
か
ら、
行
政
と
民
間
の

関
係
に
集
約
さ
れ、
そ
の
2
つ
の

主
体
の
中
で
行
政
が
上
で
民
聞
が

下
と
い
う
意
識
が
根
付
い
て
し

まっ
た
結
果、
自
律
性
を
失っ
た

地
域
主
体
が
増
え、
各
主
体
聞の

連
携
も
乏
し
く
なっ
て
し
まっ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ、っ
か。

こ
の
現
状
を
打
破
す
る
に
は、

行
政
は
自
ら
が
地
域
主
体
と
し
て

他
と
対
等
な
立
場
で
活
動
す
る
の

み
な
ら
ず、
そ
の
中
立
的
立
場
か

ら、
新
規
参
入
者
と
既
存
の
多
種

多
様
な
地
域
主
体
と
の
コ
ー
デ
ィ

ネー
タ
!
と
な
る
こ
と
が
地
域
活

性
化
に
資
す
る
と
考
え
ら
れ
る。

重
要
な
の
は
新
規
参
入
者
を
確
保

す
る
視
点
を
持っ
て
中
立
性
を
有

す
る
こ
と
で
あ
る。

近
時
の
多
種
多
様
な
地
域
主
体

に
は
企
業・
市
民
の
み
な
ら
ず、

社
会
的
企
業
等
の
存
在
も
あ
る。

行
政
の
み
な
ら
ず、
こ
の
よ
う
な

多
種
多
様
な
主
体
が、
従
来
と
異

な
る
新
規
参
入
者
と
し
て
増
加
す

る
と
と
も
に、
連
携
を
推
進
す
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役

割
も
担
うこ
と
が
地
域
活
性
化
の

カ
ギ
と
な
ろ
う。

以
上
を
踏
ま
え、
前
述
の
官
の

役
割
と
連
携
の
手
法
につ
い
て
以

下
に
述べ
る。

@
場づ
く
り

対
話
は
全
て
の
ス
タ
ー
ト
で
あ

り、
そ
の
ル
ー
ル
は
最
小
限
と
さ

れ
るべ
き
で
あ
る。
委
縮
効
呆
や

情
報
の
欠
如
が
原
因と
な
る
新
規

参
入
者
の
減
少
は
地
域
活
性
化
の

目
的
に
反
す
る。
し
か
し、
全
て

の
対
話
や
情
報
を
公
開し
て、
多

種
多
様
な
地
域
主
体
の
完
全
なコ

ン
セ
ン
ザ
ス
を
得
る
の
は
現
実
的

に
不
可
能
で
あ
る。
行
政
は
そ
の

中
立
的
な
立
場
か
ら、
最
低
限
の

ル
l
ル
の
下
で
外
部
者
も
含
め
た

多
様
な
主
体
が
参
加
で
き
る
場づ

く
り
を
積
極
的
に
行
うべ
き
で
は

な
か
ろ
う
か。

ま
た、
最
初
に
リ
ス
ク
を
取
る

も
の
に
イン
セ
ン
テ
イ
プ
を
与
え

る
こ
と
は
必
要
で
あ
り、
新
規
参

入
者
の
増
加
や
既
存
の
主
体
の
行

動
変
化
に
繋
が
る。
環
境
は
常
に

変
化
し、
事
前
に
全
て
の
リ
ス
ク

を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い。

新
しい
こ
と
を
共
に
創
り
出
すの

で
あ
れ
ば
試
行
錯
誤
は
必
然
で
あ

り、
必
要
な
ル
1
ル
は、
内
容
や

主
体
の
参
加
要
件
等
で
は
な
く、

対
話
の
時
間
と
資
源
の
使
用
を
ど

こ
ま
で
許
容
す
る
か
と
い
うこ
と

で
あ
る。

@
意
嵩
の
瞳
成

場
づ
く
り
の
後
に
は
意
識

の
醸
成
で
あ
る
が、

ωVR
a

o
E
B目。
に
至
る
に
は、
単
な
る

「
共
感」
で
は
足
り
ず、
コ
ス
ト・

効
果・
因
果
関
係
を
考
え
る
必
要

が
あ
る。

行
政
は
こ
れ
ま
で
地
域
活
性
化

に
主
導
的
に
関
わっ
て
お
り、
そ

の
保
有
す
る
情
報
は
膨
大
で
あ

る。
必
然
的
にコ
ス
ト
(
時
間
も

大
き
なコ
ス
ト
で
あ
る)
を
伴
う

こ
れ
ら
の
情
報
は
公
共
財
で
あ

る。
地
域
活
性
化
を
進
め
る
に

は、
多
種
多
様
な
地
域
主
体
が
公

共
財
た
る
こ
の
保
有
情
報
を
常
に

利
用
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

特
に
非
経
済
的
価
値
につ
い
て
は

こ
の
情
報
に
基づ
くコ
ス
ト
等
の

情
報
開
示
が
必
要
で
あ
る。
こ
の

情
報
を
基
に、
地
域
主
体
相
互

の
共
感
か
ら、
コ
ス
ト・
効
果・

因
果
関
係
を
考
慮
し
た
ω一EH
E

0
5
8目。の
形
成
が
園
ら
れ
る。

こ
の
段
階
を
経
て
信
頼
関
係
の
構

築
に
至
る
の
で
あ
る。

@
プロ
セ
ス
の
検
酎

ωVRE
ogRo目。の
後、
計
画

づ
く
り
や
事
業
化
は
そ
の
プ
ロ
セ

ス
と
役
割
分
担
が
検
討
さ
れ
る
こ

と
と
な
る。
官
と
民
の
役
割
分
担

は、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
対
話
が

あ
れ
ば
合
意
形
成
は
容
易で
は
な

か
ろ
う
か。
計
画
対
話
の
段
階
か

ら
ス
タ
ー
ト
し、
信
頼
関
係
の
構

築
が
な
さ
れ
れ
ば、
詳
細
な
ル
ー

ル
に
基
づ
い
た
役
割
分
担
は
か

えっ
てコ
ス
ト
の
増
大
要
因
の
よ

う
に
思
わ
れ
る。
な
お、
留
意
す

べ
き
は、
こ
の
よ
う
な
合
意
(目

契
約)
は
官
と
民
が
多
種
多
様
な

地
域
主
体
の
構
成
員
と
い
う
対
等

な
関
係
を
鑑
み、
通
常
の
私
人
間

契
約
を
範
と
し
て
考
え
ら
れ
るべ

き
で
あ
る。
対
話
か
ら
始
ま
り、

対
等
な
意
識
で
公
を
創
る
過
程
が

最
も
重
要
な
の
で
あ
る。
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